
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 暖冬の影響で例年より雪が少なく、冷え込む日も少ない裏磐梯ですが、ようやく裏磐梯の冬らしい景色に

なりつつあります。 

さて、写真のイエローフォールは 2020年 1月 12日に撮影してきたものです。イエローフォールは明治

の磐梯山の噴火によってできた磐梯山の爆裂火口に厳冬期にだけ現れる黄色い氷瀑です。氷瀑といってもグ

リーンシーズンにそこに滝があるわけでなく、火口壁から硫黄などの火山性物質を含む水が染み出し、その

水が幾重にも凍ることでイエローフォールができると考えられています。冷え込みの程度、積雪量、水の湧

出量などによりイエローフォールの状況は毎年違うため、何度でも足を運びたくなる氷瀑です。 

今年のイエローフォールは例年に比べ、規模が小さいですがこれからどんな姿になるのか、成長が楽しみ

です。 

裏磐梯だより No.100 
2020年 1月 

▲イエローフォール 

磐梯朝日国立公園 裏磐梯ビジターセンター 

▲イエローフォール 

磐梯朝日国立公園 裏磐梯ビジターセンター 

▲イエローフォール 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高低差が比較的少なく歩きやすい！ 

・五色沼自然探勝路 

・レンゲ沼・中瀬沼探勝路 …など 

 

ガイドさんと一緒に！ 

・イエローフォール（厳冬期に出現する磐梯山の爆裂口にできる氷瀑） …など 

 

日本古来より使用されてきた輪かんじきとスノーシューの違いを比べてみました。 

裏磐梯ずかん ～スノーシューを履いて雪原を歩いてみませんか～ 

身近にいる昆虫カメムシ～ 
017 

スノーシュー（西洋かんじき） 

広い雪原を快適に移動できるように作られており、 

雪上を歩くのに特別なテクニックを必要とすることなく 

極上の浮遊感覚を味わえます。 

輪かんじき 

日本の山岳地域の里山などの樹林帯を自由に歩き回れ

るように作られています。 

軽量で持ち運びも容易なことから、 

狩猟や釣り、冬仕事の際などに使われてきました。 

 

年々、雪上ハイキングを楽しむ人たちが増えているように感じます。 

 従来、冬山の登山などは経験を重ねた人たちが行うイメージがあり一般の人たちにはとてもハードルが高いものでした。 

しかしスノーシュー（西洋かんじき）の登場によりフワフワの新雪が降り積もった雪原を歩くことが容易になり、その雪上歩行 

感覚が独特なため、スノーシューのファンが増えてきて雪上ハイキングがより身近なものになったと言えるのではないでしょうか。 

 

裏磐梯のスノーシューおすすめスポット 

暖かいこたつを抜け出して、 

まるで墨絵のような雪景色や 

生き物たちの姿を探しに 

裏磐梯へ出かけてみませんか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪の結晶（樹枝状
じ ゅ し じ ょ う

） 

とっておき！自然発見メモ 自然解説員が自然のなかでみつけたとっておきの情報を

おすそわけします！ 

発見日：1 月 1 日 発見場所：ビジターセンター前 

写真のような雪の結晶は -１５℃前

後で湿度が高い（水蒸気が飽和した）雲

の中で成長した結晶です。  

 世界で初めて人工雪を製作、雪の結

晶ができる条件を研究した中谷宇吉郎

は「雪は天から送られてきた手紙であ

る」という言葉を残しています。  

 外気温が氷点下の日に、ルーペやマ

クロレンズを用意して雪の結晶を観察

してみてはいかがでしょうか？  

このコーナーは自然解説員が裏磐梯にあるトレッキングコースを見回り（巡視）し、HP に公開して

いる情報から抜粋したものです。ぜひ HP もご覧ください。（http://www.urabandai-vc.jp） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント＆お知らせ 

《編集・発行》裏磐梯ビジターセンター自然体験活動運営協議会 2020/1/22 ※裏磐梯だよりの営利目的での使用をお断りします。 

＊定期購読のお知らせ＊ 

ご住所とお名前を明記の上、84 円切手 6 枚（奇数月発行 1 年間分）を同封し裏磐梯ビジターセンター宛にご郵送ください。 

磐梯朝日国立公園 裏磐梯ビジターセンター 

〒969-2701                 

福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字剣ヶ峯 1093                    TEL 0241-32-2850 FAX 0241-32-2851 

開館時間 9：00～16：00（12 月～３月 9:00）    入館無料 休館日 火曜日  ホームページ http://www.urabandai-vc.jp 

 

身の回りの自然現象や生き物について 

スタッフが調べたことをまとめます。 

 

冬にしか楽しめない雪の結晶観察や、 

いつの時期に見ても不思議な形の植物 

オオウバユリについて紹介しています。 

展示が新しくなって登場！ 

わくわく散歩 

スタッフがビジターセンター周辺をご案内します。

スノーシューでの散策も楽しめます。 

 

受付時間：随時 

所要時間：30分程度 

参 加 費：100円 

定 員：約 10名 

 

磐梯山の噴火や五色沼の水の不思議などについて、

スタッフがスライドを映しながらお話します。 

 

開始時間：土・日・祝の 10：45～ 

所要時間：20分程度 

参 加 費：無料 

スライドトーク 

裏磐梯の季節ごとの紹介のビデオを上映いたし

ます。スタッフにお気軽にお声掛けください。 

 

受付時間：随時 

所要時間：約 20分 

参 加 費：無料 

 

長靴、スノーシュー、クマ鈴、傘のレンタルを 

しています。 

※詳しくはお問い合わせください。 

ビデオ上映 

レンタルできます 

◀とっておき自然発見メモ 

 

スズメバチの生態やハチに擬態する昆虫 

について解説しています。 

▲スズメバチってどんな生きもの？ 


